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冨　田　幸　祐（オリンピックスポーツ文化研究所）
１．第 24 回夏季オリンピック競技大会
（1988）の名古屋招致に関する調査
史資料調査（冨田幸祐）
日程： 2019 年 8 月 31 日～ 9 月 1 日，2019 年 9 月
14 日～ 15 日，2020 年 2 月 5 日～ 6 日
場所：名古屋市市政資料館
名古屋市市政資料館には名古屋オリンピック招
致活動に関する内部資料が数多く収蔵されてい
る．今年度の 3 回の調査では①史資料の悉皆調査
と②分析を行った．しかし全ての史資料を網羅す
ることはできず来年度以降も継続して調査を行
う．また②については特に「オリンピック問題協
議会・名古屋オリンピック招致委員会総会議事録」
を対象とした．オリンピック問題協議会とは名古
屋におけるオリンピック招致活動推進のため，行
政，民間，体育・スポーツ関係者が一堂に会し行
われた協議会であり，名古屋における招致を主導
的に推進することになったいわば核となった団体
である．議事録は会議の記録を箇条書きや抜き書
きにした類のものではなく，会議の経過，当日の
発言について一語一句記載されている．すなわち，
この議事録を分析することで名古屋におけるオリ
ンピック招致を推進する団体の中ではいかなる議
論や方向性が見出されていたのかを詳らかにする
ことができると考え分析を行った．
学会報告（冨田幸祐）
日程：2019 年 9 月 10 日
場所：慶應義塾大学日吉キャンパス
「1988 年第 24 回夏季オリンピック競技大会の
名古屋招致活動の展開に関する基礎的検討」と題
したポスター発表を行った．ポスターには 1988
年のオリンピック大会の招致を目論んだ名古屋の
県や市，体協，そして招致委員会の動向に関して
年表やその特徴を記載した．フロアとの質疑では，
実際に名古屋招致を取材した人物や研究者から多
数の有益な意見を頂いた．一例を挙げれば，ポス
ター発表では推進側の意図と展開を整理したが，
IOC や対抗馬であったソウル，そして日本政府
など，さまざまなアクターのかかわり方に目配り
をする必要性を指摘された．この点は今後，本研
究を推進していくうえで重要な指摘である．
２．第 7 回冬季パラリンピック競技大会
（1998）の長野招致と開催に関する調査
伊原義文氏インタビュー（齋藤雅英，冨田幸祐）
日程：2019 年 8 月 22 日～ 23 日
伊原氏には長野パラリンピックの運営に関わる
ことになった経緯や実際の運営，大会終了後の残
務処理など，9 年半に及ぶ長野パラリンピック組
織委員会での業務を中心にお話を伺った．パラリ
ンピックがまだ世間一般に認知されていない中
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で，障がい者のスポーツ大会に開催に対し厳しい
批判が浴びせられたことや，会期中の想定外のト
ラブル，少人数体制で進めざるを得なかった大会
運営のメリット／デメリットなど，現場の統括者
であったからこそ直面することになった数々の出
来事，1998 年長野パラリンピックに関する貴重
なエピソードを聞くことができた．また伊原氏か
ら，氏が保管していた長野パラリンピック関連の
報告書やグッズ，記念品を寄贈いただいた．
村山隆氏インタビュー（齋藤雅英，冨田幸祐）
日程：2019 年 12 月 14 日
村山氏は元 SBC 放送の社員であり長野パラリ
ンピックでは SBC での放送を担当した方である．
昨年 2018 年にも研究プロジェクト 3「オリンピッ
クと芸術」においてインタビューを行ったが，今
回は前回のインタビュー原稿の確認と改めて長野
パラリンピックの放送体制や準備の話や SBC 放
送が収蔵する長野パラリンピック関連の映像アー
カイブに関する現状について伺った．
（受理日：2020 年 3 月 31 日）
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